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ニワトリの卵白および卵黄中にはリボフラピンを結合したタンパク質， リボフラピン結合タンパク( R 










いた。また， RBP中の 9 対の s-s結合位置を決定した(図 2) 。
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図 1 卵白，卵黄-RBPのアミノ酸配列(卵黄-RBPは線で囲んだ、部分が欠除している) N 
末端はピログルタミン酸(くGlu). CHOは糖鎖の結合部位. P はリン酸を示す。
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図 2 卵白リボフラビン結合タンパクの s-s 結合位置
White--RBPの構造をYolk-および、Plasma-RBPの構造と比較したと乙ろ. Plasma-RBPはWhite-RBP
と同じアミノ酸配列をしていたが. Yolk-RBPは c-末端アミノ酸が11あるいは13残基短い乙とが判明
した。それゆえ. Plasma-RBPの未熟卵への取り込みの際に C ー未端ペプチドの切断が起こっているも
のと考え，未熟卵膜中の c-未端部分を切断するプロテアーゼの検索を行った口
RBPの切断部位アミノ酸配列を含むデカペプチドを合成し，活性測定用の基質とした。未熟卵膜抽出
液から 2 種類のエンドペプチダーゼ I と E を部分精製し，その性質を調べた。酵素 1. n はそれぞれ合
成基質のPlasma-RBPの切断部位に相当するLys-Pheおよび~Leu-Leu結合をおもに切断する活性を有し














RBPの c-末端部の Leu( 206 ) -Leu ( 207 )および Lys ( 208 ) -phe ( 209 )結合を切断するプロテア
ーゼの存在について検索した。この研究においてRBPの切断部位アミノ酸配列を含むデカペプチドを合
成して基質として用い，未熟卵膜抽出液から 2 種類のエンドペプチダーゼ I と E を部分精製した。乙れ
ら酵素はいずれも金属プロテアーゼでそれぞれ合成基質のLys-pheおよび~Leu-Leu結合を切断する活性
を有する乙とを見いだした。乙れら酵素を血液RBPに作用させたが， in vitro 系ではペプチド結合の切
断は起らなかったので， RBPは未熟卵膜中で特異な構造変化をうけ，乙れら膜結合プロテアーゼにより
c-未端部が切断されるものと推定した。
以上演詰君の研究は，ニワトリ卵白リボフラビン結合タンパクの化学構造を決定し，血液RBPが末熟卵
中に取り込まれる時， c-末端ペプチドの切断が起る乙とを見いだし，さらに未熟卵膜中に c-未端ペ
プチド切断プロテアーゼに関する知見を得たもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認
める。
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